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�MEMO�
実施本部員のユニフォー
ムにメッセージシートを
張り付け、感染症予防を
呼びかけました。スタッ
フ間の打合せも綿密に。

�MEMO�
出発地点やトーチキ
スポイント（聖火引
継ぎ地点）に、合計
30基の大型灯ろうを
設置し、聖火を出迎
えました。

�MEMO�
地域の方々も、お神
輿を飾るなどして、
杉戸らしさを演出し
ていただきました。

�MEMO�
東京2020組織委員会
・埼玉県警察・埼玉
東部消防組合など、
多方面からスタッフ
が集結！

�MEMO�
すぎぴょん・すぎた
ろうも沿道で応援し
ました！

�MEMO�
沿道には、のぼり旗
を設置し、聖火ラン
ナーを出迎えました。

�MEMO�
交差点では、杉戸町消防
団や杉戸町交通指導員ら
が、聖火リレーの安全確
保に努めました。

杉戸町の東京2020オリンピック聖火リレー
を支えた�ヒト・モノ・コト

東京2020
TOPIC

　7月7日㈬、東京2020オリンピック聖火リレーが、杉戸町・宮代町区間を無事通過しました。
　杉戸町区間では実施本部員（運営スタッフ）として、杉戸町スポーツ協会・杉戸町スポーツ少年団・杉戸
町スポーツ推進委員連絡協議会・ＮＰＯ法人杉戸町総合型スポーツクラブすぎスポ・杉戸町行政区・杉戸町
商工会・杉戸中央商店会・杉戸町消防団・杉戸町交通指導員会・杉戸管内地域安全推進連絡協議会中央第一
連絡会などに所属する総勢200名を超える方々が、雑踏警備や運営にご協力いただきました。また、各所で
聖火リレーを盛り上げるための杉戸町独自の工夫も施されました。このページでは、そのような影の立役者

（ヒト・モノ・コト）の活躍をごく一部ですがご紹介します。
問合せ　社会教育課　スポーツ振興担当　内線493

古谷町長コメント：大変ありがたく、有効に活用させていただきます。

土屋支社長コメント：地域サービスの向上のため官民一体となって
取り組んで参ります。
古谷町長コメント：幅広い分野での連携を実施することで、住民に
喜ばれるまちづくりを推進していきます。

　訓練として煙体験ハウス・初期消火訓練や洪水ハザードマップの見
かた・防災資機材の使用方法の確認をしました。

古谷町長コメント：新型コロナウイルス感染症の予防対策として町民
生活の安心・安全に繋がるものであり、町の防災⼒の向上に大きく資
するものと考えており、有効に活用させていただきます。

　バッセルトン市についてのオリエンテーションを受けながら、送られ
てきたメッセージカードに目を通しています。

6月16日㈬／寄付金贈呈式

6月14日㈪／第一生命保険株式会社と協定締結

6月21日㈪／防災訓練

6月18日㈮／防災備蓄物資贈呈式

6月15日㈫／バッセルトン市の生徒との交流

町の福祉の充実のために寄付をいただきました

包括連携協定による行政サービスを向上

万が一に備えよう

感染症対策のために寄付をいただきました

メッセージカードの交換で交流しました

　国際ロータリー第2770地区第6グループガバナー補佐
菊池圀光様より、福祉分野に役立てていただきたいとのご
意向を受け、町へ5万円の寄付をいただきました。
 ✍福祉課

　町民サービスの向上や地域の活性化をさらに推進させて
いくため、第一生命保険株式会社と包括連携協定を締結し
ました。健康、子育て、青少年育成、高齢者支援など幅広
い分野で連携し協力をしていきます。　 ✍政策財政課

　杉戸町聴覚障害者協会が、高野農村センター（大字大島）
にて防災訓練を実施しました。当日は、杉戸消防署やくら
し安全課の職員による防災に関する知識について実践を通
じて学びました。 ✍くらし安全課

　株式会社タチバナ産業様から、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、役立てていただきたいとのご意向を受け、
町へ防災備蓄品（段ボール製飛沫感染防止パーテーション）
190セットの寄付をいただきました。　 ✍くらし安全課

　中学生海外交流事業が、新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から、昨年度に引き続き、中止となってしまいま
した。
　町内の中学生に対して、姉妹都市であるオーストラリア
西オーストラリア州バッセルトン市の生徒から、「お互い
に、このコロナ禍を乗り切って行こう」との思いが込めら
れたメッセージカードが送られてきました。受け取った生
徒達は、メッセージカードを真剣な眼差しで読みながら、
バッセルトン市のオリエンテーションを通じて、理解を深
めていました。
　町からも、中学校3年生（約400名）がメッセージカー
ドに、それぞれの思いを込めて、バッセルトン市の生徒に
対してメッセージカードを返信しました。
　今後の交流事業の見通しは立っていませんが、このよう
な機会を通じて姉妹都市との交流と親善を進めていきたい
と考えています。 ✍学校教育課

（写真左から）株式会社タチバナ産業野原代表取締役社長、古谷町長
（写真左から）古谷町長、埼玉東部支社土屋支社長

（写真左から）古谷町長、菊池圀光様、斎藤義則様
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